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研究成果の概要（和文）：看護基礎教育課程修了時に求められる認知症看護実践能力として【コミュニケーショ
ンスキルを活用して患者・家族に看護を提供する力】【複雑な状態にある患者をアセスメントする力】など8つ
のコアコンピテンシーを抽出した。さらに認知症看護としてカリキュラムに盛り込むべき内容として、「老化と
認知症（知識）」「認知症看護の原則（知識）」「認知症の人の言動の意味（知識と演習・実習）」など、8要
素を抽出した。

研究成果の概要（英文）：We have identified eight core competencies, including “Using communication 
skills in providing nursing care to patients and their families,”“ Being capable of assessing 
patients with complex presentations，”as practical skills for dementia nursing required upon 
completion of the basic nursing education curriculum. We also extracted eight elements that should 
be included in the curriculum as dementia nursing, including “Aging and dementia (knowledge),”“
Principles of dementia nursing (knowledge),”“Characteristics of communication with persons with 
dementia and principles of interacting with them (knowledge and seminar/practicum).”

研究分野： 老年看護学

キーワード： 認知症看護　看護基礎教育課程　コンピテンシー　看護実践能力

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、看護基礎教育課程修了時に求められる認知症看護実践能力を網羅的に検討した上で、ミニマムエッ
センスとしてのカリキュラムの構成要素を示した。看護基礎教育課程において認知症看護教育について明確な方
針が示されていない中、本研究の成果は看護系大学で認知症看護を含めたカリキュラムを検討する上での手がか
りとなり得ると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 後期高齢者の増加に伴い、認知症有病者も増加し、地域、福祉、医療の場で認知症ケアの需要
は高まることが予想されている。基礎教育を修了した新人看護師の多くが、身体疾患の急性期治
療を行う病院で働くが、ここでも認知症をもつ患者は増えることが予測されている。急性期病院
では重症患者の対応と並行して認知症をもつ患者の対応を行うことは難しいとされる。医療従
事者に対して認知症対応力向上研修など、研修の場は増えているが、基礎教育課程でも認知症看
護の基盤をつくる必要があると考えた。 
看護基礎教育の指定規則に提示されているカリキュラムの枠組みは、看護の対象者の発達段

階と看護の機能によって構成されており、特定の疾患に焦点をあててはいない。世界的な課題と
なっている認知症とその看護について、看護基礎教育課程でどのように学びを進めていったら
よいか、そのカリキュラム案を考えるにあたり、看護基礎教育課程修了時に求められる認知症看
護実践能力とは何かを明らかにする必要があると考えた。 
 
２．研究の目的 
以下を目的とした研究を進め、これらの成果に基づき、看護基礎教育課程における認知症看護

の教育カリキュラムを検討した。 
研究１：日本の看護基礎教育課程における認知症看護教育の現状と課題を明らかにする。 
研究２：海外の先進的な教育について、特に認知症看護に特化した教育の構成（カリキュラム）
と教育手法について情報を得る。 
研究３：看護基礎教育課程修了時に求められる認知症看護実践能力（コンピテンシー）を明らか
にする。 
 
３．研究の方法 
（1）研究１ 
2017 年度に日本の看護系大学、短大のホームページ上に公開されているシラバスを収集し、

概観した。また、国内の認知症看護教育に関する研究論文を収集し、検討した。 
（2）研究２ 
フィンランドでは、高齢者ケアの管理的役割を担い、高齢化に伴う看護、介護、社会福祉に関

連する課題を解決することが期待されて、新しい資格である Geronomi（ゲロノミ）を養成する
コースが 1993 年にセイナヨキ応用科学大学に創設されている。そこで、フィンランドのセイナ
ヨキ応用科学大学の看護基礎教育課程とゲロノミの基礎教育課程における認知症看護・ケアの
教育の特徴を具体的に明らかにすることを目的とし、2017 年 9 月にセイナヨキ応用科学大学に
おいてそれぞれの教育に関わっている教員と実習指導者の計 5 名に、教育の特徴をインタビュ
ーした． インタビュー対象者の語りから、教育の基本的考え方、講義、演習、実習における主
な教育手法、工夫点などを抽出した。 
 その他、海外の認知症看護教育に関する研究論文を収集した。 
（3）研究３-1 
看護基礎教育課程修了時に求められる認知症看護実践能力（コンピテンシー）を明らかにする

ために、2018 年度に認知症看護認定看護師 21 名および老人看護専門看護師 12 名へのフォーカ
スグループインタビューを行った。 
（4）研究３-2 
2019 年 12 月～2020 年 2 月に、全国の地域包括支援センター及び訪問看護ステーション各 500

か所を対象とし、各 1 名の看護職に無記名自記式質問紙への回答を依頼した。その結果、260 人
（回収率 26.0％）から返送され、有効回答 258 人を分析した。 
（5）研究３-3 
2019 年に、認知症ケアのコンピテンシーを示している文献を検索し、関連する 3 つの海外文

献（Curyto K.J.,et al,2016）（Williams C.L.,etal, 2005）（Tsaroucha A., 2011）で得られた
要素と、研究 3-1 のフォーカスグループインタビュー結果から要素を取り上げ、比較し、分類整
理した。この結果について研究者間で検討し、「認知症看護実践能力」の素案を作成した。 
（6）研究 3-4 
研究 3-3 で作成した「認知症看護実践能力」の素案について、2020 年 1 月～2020 年 6 月に、

計 7 名の研究協力者に評価のためのインタビューを実施した。 
これらの成果に基づき看護基礎教育課程における認知症看護の教育カリキュラムを検討した。 

 
４．研究成果 
（1）研究１の成果 
 2017 年度に日本の看護系大学における看護基礎教育課程を概観した。その結果、多くは、病



態学、薬理学、疾病論、老年看護学、精神看護学、訪問看護学など、複数の領域で重複しつつ教
授する大学が多く、認知症看護に特化した教育を行っているところはわずかであった。2022 年
に調査された文献（田中，2022）を見ると、認知症に関連した科目は大学によって差があること
が述べられており、この傾向は変わっていないと考えられた。 
 
（2）研究２の成果 
 フィンランドのセイナヨキ応用科学大学の看護基礎教育課程とゲロノミの基礎教育課程の両
課程では、成人学習理論に基づき、認知症高齢者の尊厳を尊重することを重要視する教育が行わ
れていた。看護基礎教育課程では認知症看護に特化した科目は開講されていなかったが、老年看
護学に関する科目の中で認知症看護について学ぶようにカリキュラムが組まれていた。インタ
ーネットを活用した学習も展開されていた。実習ではメモリー協会などが作成しているパンフ
レットを利用して認知症高齢者をケアすることも行われていた。 
ゲロノミ基礎教育課程では、認知症高齢者のケアという科目があり、認知症の進行を予防する

ことによって自宅で長く生活できることを目標としていた。認知症ケアに関する管理や開発な
どの科目も設定されていた。自宅で生活する認知症高齢者を含む高齢者を訪問し、生活をより良
いものにするために検討したり、プロジェクトに参加したりしながら学べるようにしていた。 
 日本の大学の看護基礎教育課程においても、認知症高齢者の立場に立つことを学びの基盤と
し、さらに学生自身が地域の社会資源を活用・参画しながら認知症看護・ケアを修得するという
学び方を取り入れることを検討する必要があると考えられた。 
 
（3）研究３-1 
 フォーカスグループインタビューの結果、認知症看護に必要な能力は、【倫理的な感性・道徳
心】、【知識を活用する力】、【老化や複数疾患をもち、認知症の症状や心理など複雑な要素を紐解
く力（アセスメント力）】、【入院前、退院後の生活を継続してみる視点・想像力】、【認知症をも
つ人の困っていることと症状との関係をつないで考える力】、【認知症をもつ人のプラス面をと
らえる力】、【コミュニケーション能力】、【看護の現状について批判的にとらえ疑問を述べる力】
という 8 つのカテゴリーに集約された。このうち、【倫理的な感性・道徳心】と【コミュニケー
ション能力】についてはほとんどのグループで語られていた。 
これらの能力に関して、新卒者が身に着けておくべき能力はさまざまなものが挙げられたが、

各カテゴリーの基本的な要素、もしくは第一段階として学ぶ要素に位置づけられるものと考え
られた。これらの要素を検討した結果、新卒の看護師に求められる能力は、基礎的な看護実践能
力や高齢者に対する看護実践能力に加え、大きく以下２つの認知症看護の実践能力が必要と考
えられた。 
・認知症の知識をもった上で、認知症の知識、中核症状と事象をつないで理解する力 
・認知症の人やその人のもつ力に関心をもち、認知症の人が発していることを感じ取り、読み取
る力を基盤に、認知症の人に適した方法でコミュニケーションできる力 
 
（4）研究３-2 
 質問紙調査に対する有効回答 258 人を分析した結果、半数以上の回答者が急性期病院の看護
師に不足を感じる認知症看護の能力は、「本人の言動の意味を理解しようと努力すること」「機能
低下がおこらないようにケアや環境を工夫すること」「本人・家族と医師との橋渡しをすること」
「入院前の本人の状況を、家族や関係者に確認すること」「退院先や退院後に関する本人の意思
や気持ちを確認すること」「関係者を集め、退院前カンファレンスを開催すること」であり、特
に期待する認知症看護の能力は、「地域の専門職と協働できる能力」であった。 
 急性期病院の看護師に求められる認知症看護の能力として、≪認知症高齢者を理解し尊重す
る能力≫は認知症看護の基本となる能力であり、基礎教育から積み重ねて教育する必要がある
と考えられた。また、急性期病院の看護師の現任教育では≪関係者と連携し認知症高齢者の生活
を継続する能力≫の強化が求められると考えられた。 
 
（5）研究３-3 
 研究者間で検討し、素案として作成した「認知症看護実践能力」では、以下の 8つのコアコン
ピテンシーを設定した。 
【① 認知症と老化に関する知識をもち、看護に活用する力】 
【② コミュニケーションスキルを活用して患者・家族に看護を提供する力】 
【③ 複雑な状態にある患者をアセスメントする力】 
【④ よりよい入院生活に向け支援する力】 
【⑤ よりよい退院後の生活に向け支援する力】 
【⑥ 生じている倫理的な課題を見出し、解決に向けてアプローチする力】 



【⑦ ベストプラクティスに向け、病棟（看護単位）全体に働きかける力】 
【⑧ 看護師自身の心身の健康状態を把握し、セルフケアできる力】 
 さらに、それぞれについて、看護基礎教育修了時（新卒者）、2～3年目のスタッフナース、看
護チームのリーダとなる中堅ナースという３段階での到達目標を設定した。 
 
（6））研究３-4 
 研究協力者 7 名より、「認知症看護実践能力」の素案として示したコアコンピテンシー８つの
内容については概ね賛同が得られたが、コアコンピテンシーを構造的、理論的に示すことへの提
案が複数の研究協力者から挙げられた。看護基礎教育修了時（新卒者）、2～3年目のスタッフナ
ース、看護チームのリーダとなる中堅ナースという３段階については、多様な意見が挙げられ、
課題があることが明らかになった。卒業時と資格をもった新人とでは求められる能力は異なる
という意見もあった。到達目標については表現のレベルに統一がないなど、より詳細な検討が必
要であることが明らかになった。課題が多く挙げられたが、このような認知症看護実践能力が示
されることで看護師個々が目標をもつ上で役立つこと、研修を企画する上での目標が明確にな
ることなど、活用への意見も挙げられた。 
 課題を踏まえて、看護基礎教育修了時に修得する必要のある認知症看護のコンピテンシーを
考え、到達目標案を検討した。 
 【① 認知症と老化に関する知識をもち、看護に活用する力】では≪老化と認知症に関する基
本的な知識をもち、知識を適用して原則に基づいた対応ができる≫とした。 
【② コミュニケーションスキルを活用して患者・家族に看護を提供する力】では、≪患者に

関心をもち、学生自ら声をかけることができる≫≪今必要な処置やケアについて学生が患者に
説明してから実施する≫とした。 
【③ 複雑な状態にある患者をアセスメントする力】では、≪学生は患者の言動を何らかのニ

ーズを示すサインとして捉えることができる≫≪学生は患者の意思や気持ちを想像できる≫≪
患者の強みを学生なりにとらえて言語化できる≫とした。 
【④ よりよい入院生活に向け支援する力】では、≪患者の生活上の不自由さや不快さ、治療

や検査、疾病から生じる患者の苦痛や負担を予測して、学生ができる範囲で手助けできる≫とし
た。 
【⑤ よりよい退院後の生活に向け支援する力】として、≪患者の入院前の生活、退院後の生

活を学生なりにとらえる努力ができる≫≪学生が患者に合った ADL の維持に向けた支援を計画
できる≫とした。 
【⑥ 生じている倫理的な課題を見出し、解決に向けてアプローチする力】として、≪患者の

尊厳が守られない状況に学生が気づくことができる≫≪学生は患者の人としての尊厳を尊重す
る態度が何かに気づくことができる≫≪学生は認知症をもつ人や高齢者に対する差別的な言葉
づかいをしない≫≪学生は身体拘束に関する原則についての知識をもっている≫≪本人の意思
を把握しようと学生なりの努力ができる≫≪学生自身が患者にどのような感情をもっているか
客観視できる≫≪学生が自身に葛藤が生じた場合、他者（教員、指導者、グループメンバー等）
に相談できる≫とした。 
【⑦ ベストプラクティスに向け、病棟（看護単位）全体に働きかける力】として、≪学生は

認知症看護の原則の知識をもっている≫≪学生は、適時に指導者やスタッフに報告・連絡・相談
できる≫≪学生が自身の看護を振り返り、記録に残すことができる≫とした。 
【⑧ 看護師自身の心身の健康状態を把握し、セルフケアできる力】として、≪学生は困った

場面で他者（教員、指導者、グループメンバー等）に相談し、助けを求めることができる≫≪学
生は自身の心身について、不安定な状況が生じた場合の相談先を知っている≫≪学生は自分な
りのストレス発散法をもち、実行できる≫とした。 
 これらは認知症看護以外の科目でも共通して必要となる到達目標も含まれている。知識面の
≪老化と認知症に関する基本的な知識をもち、知識を適用して原則に基づいた対応ができる≫
≪学生は認知症看護の原則の知識をもっている≫、アセスメントのための≪学生は患者の言動
を何らかのニーズを示すサインとして捉えることができる≫≪学生は患者の意思や気持ちを想
像できる≫≪患者の強みを学生なりにとらえて言語化できる≫、倫理面の≪患者の尊厳が守ら
れない状況に学生が気づくことができる≫≪学生は患者の人としての尊厳を尊重する態度が何
かに気づくことができる≫≪学生は認知症をもつ人や高齢者に対する差別的な言葉づかいをし
ない≫≪学生は身体拘束に関する原則についての知識をもっている≫≪本人の意思を把握しよ
うと学生なりの努力ができる≫については、認知症看護として学ぶ優先度が高い内容と考えら
れた。また、学生から認知症をもつ高齢入院患者に働きかける≪患者に関心をもち、学生自ら声
をかけることができる≫≪今必要な処置やケアについて学生が患者に説明してから実施する≫
については、他の科目でも学ぶことはできるが、認知症のコミュニケーションの特徴を踏まえて
実践できるように学ぶ必要があると考えられた。 



 
（7）看護基礎教育課程における認知症看護の教育カリキュラム案の検討 
①カリキュラムの構成要素 
 研究３-4 を検討し、看護基礎教育課程における認知症看護としてカリキュラムに盛り込むべ
き内容は、以下が挙げられた。 
・老化と認知症（知識） 
・認知症看護の原則（知識） 
・認知症の人とのコミュニケーションの特徴と関わり方の原則（知識と演習・実習） 
・認知症の人の言動の意味（知識と演習・実習） 
・認知症の人の強みの捉え方（知識と演習・実習） 
・認知症の人に関連する倫理的側面（知識） 
・身体拘束の原則（知識） 
・認知症の人本人の意思を把握すること（知識と演習・実習） 
 今後、これらを看護教育者や看護実践者に示し、合意が得られるかを調査する必要がある。 
 
②教育方法 
 認知症看護の教育方法について2020年以降の文献を収集したところ、シミュレーションやVR、
e ラーニングの活用が進められていることがわかった。しかし、これらの方法で学んだ後、実際
の認知症をもつ高齢者との関わりに有効であるかは明らかとなってはいなかった。学生が認知
症をもつ高齢者に関心を寄せ、その人の立場にたつなど、倫理的観点を配慮して関わり続けるた
め教育方法とその有用性について、検討を続ける必要があると考えられた。 
 実習において、認知症をもつ高齢者と関わり、意思疎通ができた、その人にとって効果的な関
わりができたと感じることは、学生にとってもよい効果をもたらす。この相互作用を生み出す教
育的な関わりが求められると言える。認知症のコミュニケーションの特徴を踏まえて実践でき
るように学ぶことの方策として、うなずきなどの身体的な同調を活用するなどのスキルをもつ
ことも有用と考えられる。コミュニケーションを学内で体感的に学ぶ演習を行った上で、認知症
の人や高齢患者との関わりをもつことで、学生の自信につながる可能性がある。学生と認知症を
もつ高齢者とのよい関係や学生が効果を実感できることは、一種の感動を生み出す。そのような
場をつくるのが教員の役割となる。そのような経験が、その後の認知症看護・老年看護への志向
につながると考えられた。実習の場において、教員がモデルを示したり、学生にも実践できる方
法や関わり方を提示したりできるように、教員自身が認知症看護の実践能力を身に着ける必要
がある。 
 一方、認知症について、疾患や認知機能の障害という観点からの知識を学ぶことで、障害や疾
病に偏った見方を強化してしまう可能性もある。認知症であることは個別性の一つとしてとら
え、生活者としてのその人全体を理解する見方も重要である。認知症看護についてどのような教
育観をもつかによっても教育の方向性は変わってくる。2024 年 1 月に「共生社会の実現を推進
するための認知症基本法」が施行された中、カリキュラムの構成要素として挙げた老化と認知症
の知識や認知症看護の原則の内容を再検討し、基礎教育卒業時に「認知症の人の尊厳」や「認知
症の人の意思の尊重」が当たり前のものと受け止めることができるよう、教育方法に反映させる
必要がある。今回の研究ではこの点を検討することができなかったため、今後の課題と考える。 
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